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登録リスト（該当：95件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田西小で「子ども地域探検隊」学習支援]	上田西小で「子ども地域探検隊」学習支援	★みんなでつくる西部地域デジタルマップ／子ども地域探検隊2023
https://d-commons.net/seibu?c=1261

2/28(水)上田市立西小学校で５年１組が総合学習で取り組んできた「地域探検」の画像記録から子どもたちそれぞれが自分のイチオシをネットにアウトプットする学習を学生、地元の「西部地域まちづくりの会」の方々と支援してきました。

地域の探検をしたのは７月の暑い日と１月の雪が降った日。子どもたちは自分のタブレットPCを持って、探検先の様子を画像に収めてきました。この日はそのまとめとなるふり返り学習の日。西部地域まちづくりの会が開設している『みんなでつくる西部地域デジタルマップ』に子どもたちが投稿しました。自分たちの探究をネットに公開して地域の人々なども見てもらえるようにしました。これまで大人たちが投稿し	2024-02-29
	2	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館・交流芝生広場が併設された複合文化型施設です。入学式や卒業式も開かれます。内装もきれいで
人をひきつけます。	2024-02-13
	3	[image: 長野市社協で住民ディレクター打合せ2009/04/14]	長野市社協で住民ディレクター打合せ2009/04/14	2009/04/14の記録。
善光寺で御開帳が催されていた2009年、私がアドバイザリーに関わっていた長野県デジタルアーカイブ推進事業の一環で長野市社会福祉協議会との連携により「住民ディレクター」を地域に広げる企画「地域の放送局をつくろう」を打ち合わせた時の記録です。私から住民ディレクター運動の提唱者・岸本晃さんを紹介したのが2008年のこと。その後、長野市内で住民ディレクターの実践活動をし、社協会場で「まちの放送局」イベントを実施しました。私もこの支援に関わりました。この時の打合せではそれらの実践を踏まえ、これからどう地域に住民ディレクター／まちの放送局を地域づくりに活かしていくかを意見合わせしました。社協で進めている「まちの縁側」の活動、自治協とのつながりなどを企画検討しました。

板書されてい	2024-02-11
	4	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	安楽寺八角三重塔は、全国で唯一の八角形の塔で、国宝に指定されています。建築様式は禅宗様で、鎌倉時代に仏教が入ってきた時期を示しています。このような八角の塔は中国では一般に見られるものということから、信州上田の地では、外国の文化を積極的に取り入れ異文化交流を行っていたのかと想像しました。また、禅寺である安楽寺は本当なら本尊は釈迦如来ですが、この塔の内部には大日如来が安置されています。このことから、やはり降水量が少なく日射量が多い上田という地で、幅広い人たちから大日如来は信仰を集めたのかと感じました。	2024-01-26
	5	[image: 別所　part５]	別所　part５	　私は、別所を盛り上げるためにできることとして、前回までに、別所で行われている観光客を呼び込むことが出来る行事や、イベントなどみんなに知っていただきたいものを紹介してきた。

　そして、今回は別所で行った農業活動について紹介する。
　この農業の活動は、ぜひ学生に体験して頂きたいと思う。別所で、私はサークルで貸して頂いている土地で、お米を手作業で作っている。今年は、全部で約５０合分のお米を作った。農家さんのお手伝いをする代わりに、自分たちの土地をいただき、体験させていただいている。農家さんの土地は、トラクターをつかったり、機会でも作業しているため、昔の人が手作業で行っていた農業の大変さや、自然と闘う農家さんの気持ちも少し感じられる。これは、都会で行うことは難しい経験になり、「せ	2024-01-26
	6	[image: 舌喰池の伝承]	舌喰池の伝承	塩田の里交流館「とっこ館」の正面道路を挟んで向かい側にある大きな池のお話。

伝承の内容

舌喰池が作られたころ、土手から水が漏れてしまっており、人柱を入れないと水が貯まらないという話がどこからか伝わっていた。（人柱とは、人を生き埋めにして祈ること。）結果的にくじ引きで、村外れの娘が人柱として選ばれた。その娘は、自分の不運を嘆き、舌を食い切り池へ身を投げ、死んでしまったそうだ。その後、村人たちはその出来事を受けて、この池を「舌喰池」と呼ぶようになった。
　

現在の舌喰池は、とても綺麗で、決してそこで人が死んでいるような印象は受けなかった。池周りの「憩いの広場」の芝も短く刈られて整備されており、とても大切にされているような印象を受けた。そのことから、地域の人々がその悲しい出来事	2024-01-26
	7	[image: 別所　part２]	別所　part２	　前回では、「北向観音」「岳の幟」と別所にまつわる、多くの人に興味をもって頂きたいと思うものをのせた。

　そして今回は、別所の大きな温泉施設である「あいそめの湯」について紹介する。別所温泉にあるあいそめの湯は、信州の鎌倉・塩田平の西側に位置し、古くは「七久里の湯」と呼ばれ枕草子にも登場する信州最古の温泉である。

●開館時間：10時〜22時　※入館受付は21時20分まで
●休館日：毎月第2・第4月曜日（第2・第4月曜日が祝日の場合は翌日が休館日）

●料金
　大浴場、露天風呂、福祉風呂（予約制）
　未就学児童	無料
　小中学生	250円
　一般	500円
　障害者手帳をお持ちの方については、大人250円、小中学生120円
● ボディソープ・リンスインシャンプー（無料）
● ドライヤー（無料）

となっている。（あいそめの	2024-01-25
	8	[image: 卒業論文執筆にあたっての課題とその解決の成果]	卒業論文執筆にあたっての課題とその解決の成果	後期開始から卒論執筆を開始
→項目立て、本文を鋭意執筆中

課題
生涯学習、社会教育、地域づくりについて
自分の中で理解が深まっていなかったため、混同していた。
→ミスリード、ひいては全否定につながる恐れがある

生涯学習
一般には人々が生涯に行うあらゆる学習，すなわち，学校教育，家庭教育，社会教育，文化活動，スポーツ活動，レクリエーション活動，ボランティア活動，企業内教育，趣味など様々な場や機会において行う学習の意味で用いられます。
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201901/detail/1421865.htm
社会教育
学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に対して行われる組織的な教育活動を指します。
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_l.htm
違い
これに対して、「生涯学習」は、学習者の視点から	2023-12-07
	9	[image: 東洋音楽学会で学際的交流、偏在知を遍在に変える]	東洋音楽学会で学際的交流、偏在知を遍在に変える	★東洋音楽学会第74回大会

11/18-19の２日間、京都教育大学を会場に開催された東洋音楽学会第74回大会に参加してきました。初日の「京都の六斎念仏公演」は大変興味深いものでした。地元伏見桃山で伝承されている「六斎念仏」が披露されました。無形的な民俗文化は継承がされにくいだけでなく、その可視化・共有も極めてしにくい課題があります。民俗学者の柳田國男が全国に偏在する文化を可視化・共有するのが民俗学であると生前に発言をしていました。だから民俗学は面白い、と。デジタルな時代になり、やっとそれが民俗学を超え、やろうと思えば実現できる社会に変容しつつあるという社会状況の深化を想起しました。地域に偏在していた知・リソースを遍在する関係に変えるのが、私たちが今取り組んでい	2023-11-20
	10	[image: 別所温泉にある足湯]	別所温泉にある足湯	別所温泉には足湯が２か所あります。ななくりの湯と、大湯薬師の湯です。
ななくりの湯は常に誰かが入っていて、別所温泉の中でも人気の足湯です。知らない人とでも、一緒に足湯に入ることで自然と交流が生まれます。ここでたわいない世間話をするのも楽しいかもしれません。
一方、大湯薬師の湯は別所温泉の少しはずれにあり、あまり人がいない穴場です。一人でのんびり入りたいときは大湯薬師の湯をお勧めします。大湯薬師の湯は、冬の間（１２～３月）は休業になってしまうので、行くならお早めに！
（写真は大湯薬師の湯です）	2023-11-16
	11	[image: 蓼科高校「蓼科学」プレイバック]	蓼科高校「蓼科学」プレイバック	蓼科高校「蓼科学」の授業記録や高校生たちの学習成果であるアウトプットは主に以下の２つのサイトから公開しています。

★地域学習アーカイブ　蓼科学2015～2019を個別に蓄積。
★みんなでつくる蓼科学アーカイブ　蓼科学2020～2022の成果を蓄積。

蓼科高校の地域科目「蓼科学」は、長野大学と蓼科高校の高大連携講座として位置付けられ、長野大学が蓼科高校に出前講座を提供するという形で実施されてきました。私は2015年から2022年まで8年間にわたりその担当をしました。「蓼科学」はカリキュラムの見直しにより2022年度が最終年度となり現在は終了しています。

日頃、大学生とゼミや授業で接してはいますが、高校生と直接対峙する機会はなく、私にとっ	2023-10-10
	12	[image: 石刻獅子像(友好のシンボル)]	石刻獅子像(友好のシンボル)	鎌倉時代に中国の寧波から上田市へ禅宗文化を伝えた別所温泉安楽寺開祖の樵谷惟遷らが行き来したという縁などから平成７年２月に上田市は寧波と友好交流都市提携を結びました。
この像は友好交流提携１０周年を記念して寧波市から上田市に贈呈されたそうです。上田市からは「上田獅子」の石彫レリーフを寧波市に贈りました。
二頭の獅子がともに向き合っている姿が目に入り撮影させていただきました。	2023-05-05
	13	[image: 持続的な地域活性化になる条件とは卒業論文発表会後の結論の再考の取り掛かり]	持続的な地域活性化になる条件とは卒業論文発表会後の結論の再考の取り掛かり	再考の取り掛かり：整理

もう一つの考え方として、現時点での「地域活性化が持続的になる条件」について整理したことをまとめました。

持続的な地域活性化になる条件のキーワードは「内発的な動機」にあると捉え、この「内発的な動機」が持続的な地域活性化の原動力になっていると考えました。

そしてこの「内発的な動機」とは主に「インタレスト・やりがい・生きがい」であり、これが「インタラクティブなコミュニティ」により醸成されます。

これは、コミュニティ内でインタラクティブな交流が行われることにより、「意見や活動のブースト・帰属意識・自分事として認識・横の繋がりの形成・責任感」といったものが育まれ、これが「内発的な動機」の醸成に繋がっているためです。

実例として、ガルパンファンは対面とSNS上の	2023-02-11
	14	[image: インターネット上で地域同士はつながり、そのつながりがコモンズとなる]	インターネット上で地域同士はつながり、そのつながりがコモンズとなる	インターネット上での交流は物理的な制約が対面での交流と比べてはるかに低いです。

つまり、簡単に地域同士が繋がることが出来ます。

「create owarai」での例で言えば、それぞれ違う地域に住む人々がインターネット上での交流を通して大洗町に集まりました。

そしてここで大洗的とよそ者が繋がったのです。

しかし、これだけが効果ではありません。なぜなら、この集まった人々には主立って活動を行っているホーム地域があります。つまり、自主的な地域活動を行う貴重な人材を、地域間で共有しているのです。

これにより「地域と人」という関係だけでなく、「地域と地域」での結びつきが促進される種まきとすることが出来るのです。

この可能性は計り知れず、DX化の進む現代において、この結びつきの形成はより容易となり、この	2023-02-02
	15	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田市には上田市交流文化センター「サントミューゼ」がある。サントミューゼという名前は「蚕都（さんと）」に由来する。立派な大ホールでは、しばしばミュージカル、演劇など様々な芸術を鑑賞することができるので、興味を持った方がいたらぜひ足を運んでほしい。

参考サイト：みんなでつくる信州上田デジタルマップ

▼この資料は以下から参照できます
yin「市民の交流の場　サントミューゼ」
https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=11229
（2023/01/27）


以上のことから、上田と養蚕は切っても切れない関係であることがわかった。上田市の発展は、養蚕の発展によるものと言っても過言ではない。また、養蚕と演劇にも関係があることがわかった。演劇は、リアルに、生で感情や想いを伝えられる・受けとれる手段であり、養蚕の歴史を残すための手	2023-01-27
	16	[image: 持続的な地域活性化～大洗モデル～３　発表(最終)版]	持続的な地域活性化～大洗モデル～３　発表(最終)版	プロジェクト研究の足跡をまとめた発表資料になります。

それぞれの実施内容はこのマイテーマ(プロジェクト研究・卒業研究)をご覧ください。

持続的な地域活性化策～大洗モデル～とは、大洗町において持続的な地域活性化策というテーマを研究する者であり、卒業研究、地域活動という視点から３つの取り組みを行い、そこで得た知見を大洗町にフィードバックするものです。

茨城県大洗町とは茨城県東部に位置する小さな観光都市で、海が観光資源となっています。また、アニメ『ガールズ＆パンツァー』を利用したコンテンツツーリズムを10年間推進しています。

その一方で、人口減少、海水浴客の減少、町の活気のなさといった社会課題を抱えています。

そこでまず実施内容１として、「create owarai」に参加しました。この「create owarai	2023-01-26
	17	[image: 蚕都上田の歴史と未来]	蚕都上田の歴史と未来	私は「蚕都上田の歴史と未来」というテーマで蚕都について探求しました。より考えを深めるために計四か所の施設に見学に行きました。
一枚目の写真は上田駅の構内に設置されている繭の女神様です。蚕糸業の全盛期時代である大正時代から蚕は上田の地を支える存在であったことが分かりました。
二枚目、三枚目の写真は常田館製糸場と上田蚕種協同組合事務棟です。製糸場は繭の乾燥や保管のために多窓式になっているなど建物ごとに様々な工夫が見られました。製糸場の建物１５棟中７棟は国の重要文化財に、事務棟は文化庁の登録有形文化財にそれぞれ指定されています。四枚目の写真はホール、美術館などの複合施設であるサントミューゼです。名前の由来は蚕都からきており、人々の交流の場として上田市には欠かせない存在になっています	2023-01-26
	18	[image: 塩田平の魅力の発信]	塩田平の魅力の発信	塩田平のちにはため池が点在しており、塩田平の駅を降りるとため池が広がっています。もともとこの土地は塩田３万石といわれる上田藩の穀倉地帯だったのにも関わらず、恵みの雨が少ない地域でした。そのため、古くから人々にとってため池は、支えになっていたのです。そして、この塩田平には長い歴史があります。歴史があるということは、人が生きた物語があるということです。私は、こういったものを上田の地元の人はもちろん、観光客の方にも伝え発信していきたいと考えました。
こういった、地方の魅力を磨き上げ発信していくためには、まず若者の力は必要です。しかし、現在、地方の若者の人口は年々減少し、若者はみんな都心に流出していしまっています。その原因には、地方の地元の魅力をあまり理解できてなく、利便性だけが追	2023-01-23
	19	[image: 海野町レトロ写真館　活動報告]	海野町レトロ写真館　活動報告	1．研究目的
上田市にある海野町商店街には、人情味溢れる店主が集まり、どちらの店主にお話を伺っても優しい対応である。また、祇園祭や七夕祭りなどのイベントをきっかけに、大勢の人々で賑わっている。しかし、大型店舗の出店増加や急速な高齢化と人口流出による客数の減少などにより、新しい取り組みを行う機会が少なくなり、魅力や集客力が低下しつつある。同じ街でも商店街に住む人とマンションの住人とのコミュニケーションが取れていない現状である。そして、商店街の人々が好きだった界隈の空間を忘れ、変わってしまった街の風景に慣れてしまっている。
そこで、海野町商店街の昔の風景の様子を今の景色と合わせてみることができる思い出の写真を地域に共有することで、人情味溢れる町の個性が表現され、地元の人々が魅力の	2023-01-23
	20	[image: インターネット上での交流が人々をつなげる]	インターネット上での交流が人々をつなげる	大洗町の事例研究を考察したところ、インターネット上での交流が、町とよそ者を結びつける手段として大きな役割を持っていると考察しました。

情報発信を始めとするインターネットを活用した取り組みを行うことで、他の地域に点在する町づくりや大洗町に興味、熱意を持つ人々を結びつけることが出来る。

そして同じ志を持つ者同士が繋がりを得ることで、自覚的な活動が促進される。

このように、DX化の進む現代におけるインターネット上での交流の必要性は非常に大きいと言える。	2023-01-22
	21	[image: 1月12日の成果]	1月12日の成果	1月12日は別所地域へフィールドワークへ行きました。事前に調べた「風乃坂道」というカフェに行きました。
お店の外装は木材で、花が植えられていて周りの雰囲気と調和していました。
店内は落ち着いていて、飲み物やケーキをいただきました。このカフェを訪れた人が感想を残すことが出来るノートがあり、小さな交流ができたような気がしました。
私は今回、ほうじ茶ラテ、りんごのクリームケーキ、紅茶のシフォンケーキをいただきました。ケーキは綺麗な飾り付けで、とても美味しかったです。

今回行った「風乃坂道」をSNSに投稿して、上田の別所には温泉以外にも魅力があると伝えたいです。	2023-01-19
	22	[image: 蓼科学終了！]	蓼科学終了！	最後のまとめの授業はまだ残っていますが、一番の目標であった小学生との交流クイズ大会が無事に1月16日に終わりました。

蓼科学全体を振り返ると、最初の頃はゼミ以外の時間を使ってミーティングを行っていました。始まってからは、毎回をこなすことで精一杯でした。私が考えていることと、高校生の実態に大きな差があり、途中で離れようか考えなかったわけではありませんでした。

私自身、「高校生だからできなくてしょうがない」と高校生の時は若さを理由に逃げることを許されても、大学生になった瞬間に「高校でやってこなかった？」と、言われることがあり、環境に自分の成長を任せきってしまっていてはいけなかったと反省しました。

そんな経験から、蓼科学を学ぶ高校生には、押し付けではない学びをしてほしいと考えていま	2023-01-17
	23	[image: プロジェクト研究の足跡]	プロジェクト研究の足跡	プロジェクト研究の足跡を綴ってきたものをまとめました。

4月25日
前半はグループメンバーの共通項として、研究への取り組み方や考え方を共有しました。後半は、各自のプロジェクトの説明とそれに対する質問や問題意識の共有を行いました。ゼミ内で横のつながりが出来ることで、各自の持つ問題意識への様々な考え方が示され、非常に有意義なものとなったと感じました。今後は、自身のプロジェクトを進める中で頻繁に意見交換をすることで、より多角的な視点から研究していこうと考えています。

5月11日
大洗町における地域学習に関する記事の閲覧及び調査を行いました。また、大洗にフィールドワークに赴く際の調査事項などをまとめました。今後も活動を報告し合う事で様々な視点から調査を行っていきたいと考えています。

5月17日	2023-01-16
	24	[image: 交流ノート設置の経緯]	交流ノート設置の経緯	茨城県大洗町において交流ノートの設置の経緯について聞き込み調査を行った際の記録を残す。

交流ノートの設置の経緯について聞き込みを行ったところ、ある水産店が設置したことに辿り着きました。

経緯としては、ガルパン効果で多くの人々がお店に来店してくれるようになるにつれ、全国各地から人々が訪れることに驚いたそうです。

そこで多くのお客さんに出身地を訪ねる中で、ノートを置いてそこに書いてもらおうと考えたのが最初であるとお話しして頂きました。

また、その他の店舗にもお聞きしたところ、ガルパンファンが是非おいてほしいということで持参したケースや、他の店舗が置いているから起き始めたといったケースがみられました。

ファンが自らノートを置いていくというという広がり方をしているというところに	2023-01-16
	25	[image: 女子家庭科教育者　宮原小治郎氏との関係]	女子家庭科教育者　宮原小治郎氏との関係	鈴木志津衛で検索するとヒットするこの文献
宮原小治郎さんに縁のある人物として紹介されています。
台湾から鈴木江南の著作物を持ち帰ってくださった方が
実は鈴木志津衛の次女である愛子さんのお孫さんです。
つまり彼女と私ははとこ同志。
関東在住で、台湾通。志津衛の長女はるさんとその息子さんたち(長男は、望月在住の教師でエスぺランティスとの故山本辰太郎さん）と交流があったようです。
宮原さんも家庭科教育に関する出版のお仕事をされていたそうです。
彼女とは、旅先の台湾で一度会うことができました。
とても不思議で素敵なご縁です。	2022-12-09
	26	[image: 受け継がれる蚕都の伝統]	受け継がれる蚕都の伝統	　今でも養蚕が盛んだったころのまま姿を残す建物がある。上田蚕種株式会社の建物である。
　また一方で、新しい施設に「サント(蚕都)」と名付けられた例もある。「上田市交流文化芸術センター サントミューゼ」はホール、美術館の他に交流芝生広場があり住民の憩いの場となっている。	2022-12-01
	27	[image: 上田染谷高校]	上田染谷高校	上田染谷高校は普通科と国際化で教育目標が違う。普通科は「向学の気風あふれる活気に満ちた学校づくりを通して、学力・情操・身体の調和ある発達を図り、将来の地域社会を担い、国際社会の平和と発展に寄与できる人間を育成する。」に対し、国際化は「自国の言語・歴史・文化への理解を深め、国際交流などの活動を通じ、社会の様々な事象に対する探究的な学びの姿勢を育み、豊かな国際感覚を持ち将来にわたり地域社会及び国際社会に貢献できる人材を育成する、語学力を高めるとともに、国際社会の諸問題に対応する思考力、情報を的確に発信するためのプレゼンテーション能力、実践的なコミュニケーション能力を養い、新たな社会を創造する力を育む。」とだいぶ違っている。	2022-11-30
	28	[image: 桑折における養蚕業②]	桑折における養蚕業②	現在桑折町では製糸業は営まれていません。しかし、いくつか名残りのある場所を発見したのでそれについて述べていきます。

まず、桑折町における養蚕業①で触れた郡是製糸工場ですが平成15年に建物が解体された後、東日本大震災の災害公営住宅が建てられています。郡是製糸工場時代の面影は庭園の一角にある「多行松」のみになってしまいましたが、「桑折町蚕糸記念公園」と名を付け、養蚕業によって繫栄した歴史を伝え、町民や来訪者の交流の場になることを願って新たに公園として再生されました。また、桑折町の伊達崎と呼ばれる地区にはかつて養蚕家だった大きな家が見られる他、桑折町の本町通りにある商店街には繭を取り扱う問屋である蚕問屋が今でも残されています。そして、実際に私が通っていた醸芳中学校では校章に桑の葉が	2022-11-30
	29	[image: 別所線再生支援の取り組み①]	別所線再生支援の取り組み①	　別所線の車内や上田駅、別所温泉駅などでは、子ども達の応援の声を見かけることが多く実際に小学生が別所線にのって、地域交流をしている様子を感じます。
　駅長による車内のハーモニカ演奏や貸し切りライブなどが行われその際の感想が上田駅にはられている様子を見ることが出来ました。別所線の100周年の際には、SNSにテレビに人気のハラミちゃんが祝福するピアノ演奏を披露していただいたそうです。音楽を通して別所線を応援したり、地域の人々がつながったりしている様子が見えとても温かい気持ちになりました。小さなことでも地域の方々が別所線を大事にしている様子が見えて愛されていることを感じることが出来ました。	2022-11-30
	30	[image: こんなストーブ見たことない]	こんなストーブ見たことない	ゼミでお世話になっている高校に行った際、部屋の隅っこにとあるストーブがありました。長野県の公立高校ではメジャーに使われているストーブだそうです。
だるまストーブと呼ぶ？場合もあるそうです。

そんな古くから長野の地で教育を展開してきたこの学校は、市外からの進学者も多く、なかなか「地元愛」を感じれる学びを展開することが難しいように感じる。

小学生との交流会を目前にして、様々な問題が出てきたが、古くからの歴史ある学びに携わらせてもらえていることを喜びに感じながら、最後まで頑張っていこうと思った。	2022-11-30
	31	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田市交流文化芸術センター、サントミューゼです。サントミューゼの「サント」が「蚕都」から取られていたことが意外でした。定期的に上田の「蚕都」としての歴史を伝えるイベントが行われており、機会があればぜひ行ってみたいと感じました。	2022-11-28
	32	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田市立美術館と上田市交流文化芸術センターから構成される複合型文化施設です。
サントミューゼの『サント』は蚕都上田、『ミューゼ』は蚕都の女神という意味があります。また、「ひと」「まち」「文化」の3つの「サン」、そして太陽の「サン」をイメージし、施設を盛り立てる音楽や美術館にも関連しています。このように、上田市の歴史と文化を想起させてくれる由来となっています。	2022-11-24
	33	[image: 卒業研究　概要]	卒業研究　概要	卒業論文の概要の草案です。

＜概要＞

これまで地域活性化策として、地域外から大企業や工業を誘致することで地域の発展を図る「外来型開発」が行われてきたが、誘致企業の本社が地域外にあることによる経済効果の低さや雇用が創出できないなどの問題点からその有用性は疑問視された。

その結果、「外来型開発」の代わりとして、地域の連携や固有性を重視し、企業や自治体、住民が主体となりその地域の文化や自然を守りながら行う「内発的開発」が取り組まれ始めた。

実際先行研究として、この「内発的開発」は地域の雇用創出や経済効果といった面において有用であり、その効果の持続性も高いとされている。また先行研究ではさらに、持続的な地域活性化に必要なものは「人づくり」であると結論付けられており、地域活動を行う主	2022-11-22
	34	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館・交流芝生広場が併設された複合文化型施設。
サントミューゼは、蚕都上田の「サント」と、芸術の女神「ミューズ」が由来とされている。	2022-11-18
	35	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	私は蚕都上田に興味を持ち、実際に自分で足を運びフィールドワークをした場所を紹介していく。

上田市にある複合型文化施設で「蚕都」＝「サント」と「芸術の女神」＝「ミューズ」が由来になっている。
長野県上田市にある「上田市立美術館」やホール、交流芝生広場などを有する地下1階地上5階建ての建物で、アートに触れ、人々と交流し、ゆったりとした時間を楽しむことができる。
先日、サントミューゼにて、「ため池フォーラム」が開催され、その際に撮影した写真である。	2022-11-14
	36	[image: 市民の交流の場　サントミューゼ]	市民の交流の場　サントミューゼ	上田市交流文化センター・上田市立美術館があるサントミューゼは平成26年10月2日に開館しました。
観客と奏者の一体感を演出する上田市交流文化センターの大ホールは、1530席の座席数があり、オーケストラやミュージカル、演劇など様々な芸術を鑑賞することができます。
上田市立美術館は市民アトリエ・ギャラリーや子どもアトリエなど子供から大人まで創作活動ができる空間が備えられています。

このように芸術といった観点から上田市民の交流の場となっているサントミューゼは「蚕都（さんと）」から名前がきています。
蚕糸業が盛んだった上田をサントミューゼという名前から感じることができます。	2022-11-13
	37	[image: d-commons.net考察 その1「SNS化が求められている？」]	d-commons.net考察 その1「SNS化が求められている？」	先日のアンケート結果の中で、このような要望が複数上がった。

・地域と共有する機能
・いいね等のアクションボタン
・コメント機能

※教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果

以上の要望の共通点は、投稿者と閲覧者に繋がりを作る機能、即ちSNSの機能である。コメント欄やいいねボタン等は、ツイッターやインスタグラムに搭載されているスタンダードな機能であり、これらが無くては他者と結びつくことはできない。今回のアンケートでは、コメント欄の設置を求む声が多かった。
SNSが一般化した今日に適するためにも、学習という観点からもSNS機能は有用だと考えられ、実装が求められる。

SNS機能の実装によるメリットは、以下のとおりである。

1、投稿者と閲覧者の	2022-11-12
	38	[image: 長野大学周辺の風景]	長野大学周辺の風景	　荘厳な山々が広がっており、自然豊か。坂が多い。長野大学に入るにはこの道を通らなければいけないが、この道の手前には上田女子短期大学とその付属の幼稚園がある、また、ずっと奥に進むと長野県工科短期大学校もあり、この地域には学生が集まっていることがわかる。しかし、大学間での交流はあまりないのがネックだ。	2022-11-01
	39	[image: 紡績工場は今…]	紡績工場は今…	　授業で教わったように、上田の鐘紡上田工場跡地がアリオ上田、サントミューゼ、上田警察署として再利用されているのと同様、松代紡績工場跡を訪れてみました。
　広い土地を生かし、
・合資会社六工社跡地→JA長野厚生連　長野松代総合病院
・六文銭合資会社跡地→長野市松代文化ホール
のように、病院や交流施設として市民のために利用されていることが分かりました。	2022-10-30
	40	[image: 菅平中「すずらん祭」2022参観]	菅平中「すずらん祭」2022参観	★菅平中学校第26回「すずらん祭」2022/10/21(金)
「すずらん祭」を参観してきました。何と保護者参加の学校祭です。しかも26回目という歴史を刻んでいます。今回の「すずらん祭」のスローガンは「現状打破」。生徒会のスローガンとのこと。何と頼もしいスローガンでしょう。今年からは小中学生合同の形に進化させたとのこと。中学生たち、やりますね。

授業参観よりもこの形態の方が保護者にとってもお子さんのアクティビティに直に触れてよいのではないでしょうか。小規模校だからできるグッドプラクティスと思います。望ましくは他の学校でもできるモデルとして見ていただければ。コロナ禍のことなどもあり祭の様子はYouTubeでもライブ配信。dxの実践をしていることも頼もしい（ただ配信の質には課題がありました）。

朝8:30から始まり、1	2022-10-21
	41	[image: こんなところに桑の木]	こんなところに桑の木	蓼科高校の「立科町探検隊」で生徒をマイクロバスで見送った後、私はふるさと交流館から車を停めた権現の湯に歩いて移動。このようなまったりとした地域散策は久しぶりです。いろいろな発見に満ち満ちた面白い体験。

何とここでは桑の木を発見。養蚕がなされなくなって数十年が経過したにもかかわらず、ここに伐根されていない桑の木があるとは。その希少さに感動です。	2022-10-18
	42	[image: 立科町探検隊2022]	立科町探検隊2022	▲もくもく歩く生徒

蓼科高校の地域科目「蓼科学」を長野大学の学生たちが学習支援しています。第３回(10/17)は最初のフィールドワーク「立科町探検隊」。マイクロバスで目的地まで移動し、大きく３ルートに分かれて探検隊を実施。第１ルート：道の駅＋茂田井、第２ルート：権現の湯＋ふるさと交流館、第３ルート：長門牧場。

私が同行したグループは第２ルート「権現の湯→ふるさと交流館」。生徒たちが地域を見聞し「立科町をどうとらえるか」「生徒たちが持ち寄った記録により立科町がどう可視化されるか」を地域学習のアクティブラーニングとして実施しました。	2022-10-18
	43	[image: DX化が進む現代における外部交流]	DX化が進む現代における外部交流	まず前提として私は、持続的な地域活性化とは「人づくり」であるという考え方と同意見であり、この「人づくり」に不可欠なものが外部交流であると考えています。

これは内発的な地域活性化の中で、地域住民がイベントや観光客を通して得た経験値や成功体験が自主的に地域活性化を推進する人間を創ることに起因します。

しかし私はこの理論には同意しますが、この理論だけでは不足していると考えています。なぜなら、この理論では現代に即していないからです。

現代はDX化が進んでおり、人々の交流は非常に容易になっています。それどころか、対面的な交流以外にもメタバースといったインターネット上での交流すらも可能です。

つまり現代における情報発信の容易さや情報伝播効果、外部交流の容易性は、地域活性化における人づく	2022-10-10
	44	[image: 丸田藤子さんとのネット対談]	丸田藤子さんとのネット対談	8月10日水曜日、丸田藤子さんとネット対談を行いました。

丸田さんは、1998年の長野オリンピックの際3万2千人のボランティアを取りまとめた方で、現在に至るまで数多くのイベントやボランティア活動を推進してきた方です。

丸田さんとの対談では、「イベントは人を育て、人は地域を育てる」という考え方や「共感のネットワーク」というものがどういったものであるかを丸田さんの言葉で学ぶことが出来ました。

特に「共感のネットワーク」に関していうと、私の研究地域である茨城県大洗町と互換的に考えることが出来、大洗はガルパンを仲立ちとして、ガルパンを見て大洗にやってきた人々と大洗町の人々とのやり取りが「文化」として地域に根づくことで、10年間という持続的な地域活性化が行われているのではないかという考えに至りま	2022-08-11
	45	[image: 真田丸編]	真田丸編	真田ゆかりの地である上田城や、上田市観光会館に訪れました。上田城には、かつて信州上田真田丸大河ドラマ館がありました。信州上田真田丸大河ドラマ館は、2016年1月17日～2017年1月15日まで営業していたテーマパークです。当時は真田丸のファンが大勢上田城に訪れ、渋滞が起きていました。地元民としては、地元に訪れてくれる人が増え、誇らしく思っていました。しかし、上田城にあったプールが取り壊され、大河ドラマ館の駐車場になってしまったのは残念でした。惜しむ声が上がっていたのを覚えています。
ロケツーリズムのために、その地域の人の交流の場がなくなってしまったり、そこで暮らしている人の生活が変わってしまう恐れがある点が、ロケツーリズムのデメリットだと思いました。
また、大河ドラマ館は2017年に閉館しており、長	2022-08-10
	46	[image: サマーウォーズ編]	サマーウォーズ編	上田市観光会館に行きました。
2階には有名人のサインがたくさん並んでおり、その中にサマーウォーズの監督である細田守さんのサインもありました。サマーウォーズのキャラクターのパネルが飾られており、サマーウォーズファンには嬉しい空間になっていました。また、サマーウォーズノートという細田守監督が直筆したノートには、サマーウォーズファンのイラストやメッセージが書かれています。「上田市にずっと訪れてみたかった！」「来てよかった！」というメッセージが多くあり、地元民としてとても誇らしく思いました。中には外国人からのメッセージもありました。直筆のイラストや文字を残せる点が、アナログならではの良さだと感じました。このノートを見たいと思った方は、ぜひ上田市観光会館に訪れてみてください。
こういっ	2022-08-10
	47	[image: 地域メディア活性化のための提案]	地域メディア活性化のための提案	地域情報メディア論の講義を受けて考えた、地域メディア活性化のための提案を、私の最終課題としてアウトプット化していきたいと思います。

はじめに、私が現在の地域メディアの課題として感じるのは、地域メディアは利用者が限定されてしまっているという点であると考えます。地域メディアという言葉を聞いて真っ先に思い浮かぶことは、そもそも興味をもちにくい媒体であるという事です。地域メディアの例としては地域資料館や市町村史がありますが、どれも元から地域に興味を持っている人や地域について調べようと思っている人の目にしか留まらない媒体であると感じます。地域と人とを繋ぐための媒体であるのに興味がある人しか利用しない、そういった意味で地域メディアは利用者が限定されていると思います。特にその傾向が強いの	2022-08-10
	48	[image: 現代に繋がる主導的産業の偏移について]	現代に繋がる主導的産業の偏移について	　幕末の開港によって長野県は地域経済を世界につなげることになった。そこで長野県を国外まで広げる一翼を担ったのは生糸でした。
　長野県は外国との交流が始まると、器械製糸を取り入れ、養蚕や蚕種業の技術開発や改良に力を入れました。それで、蚕糸王国と呼ばれることになったわけです。長野県の近代のあゆみは養蚕や製糸業の盛衰に左右され長野県の命綱は、蚕糸業であったと断言して過言ではありません。
長野県の製糸業は県外や外国にまで進出し、日本の製糸の中心となります。なので、長野県内のいたるところの農家では養蚕が営まれました。
　蚕糸業は大正時代から昭和初年にかけて全盛期を迎えますが、1929年（昭和4）からの世界大恐慌の影響をうけ、製糸業を営む会社の倒産が相次ぎ、繭価の価値の大暴落のため生活を養蚕に	2022-08-10
	49	[image: 上田市観光会館]	上田市観光会館	上田城の目の前に位置する、上田市観光会館。1階はお土産処となっており、2階が観光案内所になっています。2階入口には、サマーウォーズのキャラクターたちの看板がお出迎えしてくれます。中に入ると、上田を舞台とした作品にちなんだ展示物があり、特に真田丸にちなんだ甲冑やとサマーウォーズをモチーフにした工芸品など、ファンにとっては欠かせないスポットになっています。上田市は映画のまちと言われるほど、多くの作品のロケ地になっていることをここに来てはじめてしりました。
　特に印象的だったものとしては、「聖地巡礼ノート」。表紙にはサマーウォーズでおなじみ細田守監督の直筆イラストが書かれています。これは案内所の窓口で見ることができ、旅の記録としてノートに直接書き込むことができます。現在ノートはNo.8まで	2022-08-09
	50	[image: 持続的な地域活性化策　大洗モデル　中間発表]	持続的な地域活性化策　大洗モデル　中間発表	私が前期期間取り組んできた活動の中で、私が考察した内容をまとめたものになります。

私は「持続的な地域活性化に必要なものは人づくりである」という仮説を元にこれを検証。さらにこの人づくりの内容を現代に即したものに昇華していきたいと考えています。

また、交流という点にも非常に重きを置いており、この交流が人づくりにおける最重要点であると考えています。

これからも大洗町という地域活性化の歴史と特徴のある地域から、これからの地域活性化策に繋がるものを見つけていきたいと思います。	2022-07-25
	51	[image: SNSの発信力について考える]	SNSの発信力について考える	大洗町の商店街にある店舗のほとんどがSNSを使用した情報発信を行っています。

私が調査しただけでも大洗町に関するtwitterアカウントの数は247個あり、店舗によってはそのフォロワー数は20000人を超えていました。

そして、各店舗の発信内容は店舗のイベント情報だけでなく、「ご来店ありがとうございました」、「また来てください」といった来店した人々との直接的なやり取りがあります。

この直接的な交流は来店者と店舗の心理的な距離を近くする。そして継続して訪れるお客さんが出てくる。

つまり、その地域にいないにもかかわらず、インターネット上で常連客を生むことが出来る。

また商店街のイベントに関しても、商店街のアカウントが発信した情報を各店舗がさらに拡散することで非常に大きな拡散効果を持ちます。

これはS	2022-07-25
	52	[image: 大洗町の共有空間]	大洗町の共有空間	大洗町には様々な「共有」が溢れています。

コワーキングスペース、コミュニティスペース、学生食堂、商店街の店舗の共同飲食スペースなど

大洗町は地域内外の人々が交流する形がとられているのです。

この交流は、地域の人々同志の横のつながりや地域の人々と外部の人のつながり、さらには外部の人同士のつながりを促進します。

この交流は町の刺激になり、これからの地域活動への非常に大きな恩恵を与えます。

実際、大洗町の地方創生プロジェクトには外部から多数の応募が集まり、移住者と地域の人々が協力してイベントを開催するなど、言わば大洗町の財産となっています。	2022-07-25
	53	[image: 同じ価値観を共有する繋がりとは]	同じ価値観を共有する繋がりとは	研究を進める中で、「同じ価値観を共有する繋がり」という言葉に出会いました。

私はこの言葉が「持続的に行われる地域活性化策」に深くかかわる概念ではないかと考えています。

実際、大洗町には様々なコミュニティスペース(ファン同士が交流する場所)が存在します。

例えば、画像は大洗町にあるヨネカワ酒店にある飲食スペースです。

ここは町を散策した旅行者が、一種の名物でもあるビワミンという飲み物を飲みに訪れます。

そしてここがファン同士の交流の場となり得るのです。

ここでの交流はコミュニティの拡大に繋がり、地域活性化に良い影響を与えます。

また、この名物というのも、店主がSNSを利用し宣伝していった結果であり、コミュニティの作成を地域側から働きかけている一例です。

このことから、地域からの	2022-06-13
	54	[image: 【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり]	【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり	　小諸市で2日間にわたり、小諸の蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

【民間で始まる蚕糸業ものがたり】
主催:特定非営利活動法人　糸のまち・こもろプロジェクト

【講演】
日時:2022年7月2日(土曜日) 10時～16時　
会場:ステラホール(小諸市交流館内)
参加料:500円
講演1:午前10時「シルクの里　純水館ものがたり」～制作秘話～ CTK報道制作部長　後藤 理恵氏
講演2:午後13時30分「小諸の交通と蚕糸業」元長野県立歴史館総合情報課長　宮下 健司氏

【糸のまち・ツアー(着物参加大歓迎)】
日時:2022年7月3日(日曜日)
参加募集:20名(地元会員ガイドがご案内いたします)
集合時間:午後13時30分(ツアー所要時間2時間)
集合場所:荒町　酢久商店駐車場(純水館資料館)前より
荒町商人記録を巡る　渋沢栄一宿泊の家(小山久	2022-06-10
	55	[image: 蕎麦でつながる地域の輪]	蕎麦でつながる地域の輪	但馬には出石という場所があり、出石そばが有名です。

実は、この出石そばは上田と深いつながりがあります。

江戸時代中期のお国替えにより、出石藩主松平氏と信州上田藩仙石氏が入れ替わりとなりました。
その際、仙石氏とともに来たそば職人の技法が在来のそば打ちの技術に加えられ、出石そばができました。

このことがきっかけで、出石が所属する豊岡市と上田市は姉妹都市として交流しています。

いつか出石そばと信州そばを食べくらべしてみたいです。	2022-05-05
	56	[image: 分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発]	分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発	▲デジタルアーカ犬

前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】はじめに
分散型地域デジタルコモンズは、地域デジタル知識循環型プラットフォームのコアとなる知識・データの共有地である[1][2]。その中核のクラウドサービスとなるd-commons.netを開発した。現在も地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援など多目的的で柔軟な運用、長期にわたる運用ができる課題解決の支援にd-commons.netを適用し、サービスの機能強化を図ってより実用性の高い、使いやすいサービスを目指している。

デジタルコモンズはさまざまな知識や学びの成果をどの地域からでも、誰でもが載せ合えるクラウドサービス上の「ネット上の本棚」（デジタルアーカイブ）、クラウドサービスと	2022-03-13
	57	[image: 舌喰池（したくいけ）]	舌喰池（したくいけ）	舌喰池は塩田の里交流館（とっこ館）の近くに位置するため池であり、手塚自治会によって管理されている。貯水量は13万㎥もある。
耐震のための改修工事や、田園空間整備事業による水辺景観の整備が行われている。また、百八手という千駄焚きを行って雨乞いをする祭りや、舌喰池付近の芝生でコンサートの開催を行うなど、文化遺産やレクリエーションの取り組みを行っている。

舌喰池には悲しい伝説が伝えられているので紹介したいと思う。

昔この池がつくられた頃、土手から水が漏れて十分に水をためることができなかった。そこで池の改修をするに当たり、土手に「人柱」を入れなければ水がたまらないという話が出回った。悩んだ結果くじ引きで決めることになり、美しい娘が人柱に選ばれた。
娘は日夜悲しみに明け暮れたが、人柱に	2022-02-09
	58	[image: 観光客の憩いの場]	観光客の憩いの場	観光客同士のコミュニティの形成について調査するために現地を訪れました。

観光客の憩いの場、という単語がすでに面白いものですが、大洗町には観光客が立ち寄り、観光客同士のつながりが生まれやすい地域です。

それはこの写真のように、各店舗の飲食スペースが一つの交流の場となっており、大洗町が観光客のコミュニティを作っているからであり、これは大きな特徴であると考えています。	2022-02-08
	59	[image: 竹内美里(企業情報学部)―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介⑧]	竹内美里(企業情報学部)―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介⑧	▼発表動画
https://youtu.be/VR3TfoZnqbs?t=2550


大学外で他大学の学生とも連携し様々な地域活動を行う。キモノマルシェの若者による着物イベントなどを実施。長野県内だけでなく、県外の大学生や社会人との交流を広げる活動をしている。	2022-02-04
	60	[image: サントミューゼができる前]	サントミューゼができる前	サントミューゼは、昭和24～56に操業していたたばこ産業（株）の上田工場（JT）跡地だそうだ。JTから工場跡地の活用を上田市に打診し、再開発が行われ公共ゾーンとして建てられたのがサントミューゼだ。また、JT以前、上田が蚕都として栄えていた頃は金紡の上田工場だったらしい。上田市マルチメディア情報センターのYouTubeでは、当時の様子を見ることができる。工場で働く女性の姿、彼女らが広場でダンスする様子、少し映り込んだ上田城などが映像で記録してあった。	2022-02-02
	61	[image: サントミューゼに込められた意味]	サントミューゼに込められた意味	　サントミューゼ。あまり聞きなれない語感だが、
どのような意味が込められているのだろうか。
　この名前は、1649通の公募の中から選ばれた。蚕都上田、ひと・まち・文化とコンセプトが３つ、太陽をイメージしてサン（sun）ということから、そして芸術の女神をフランス語で「ミューズ（muse）」が組み合わさった名前だそうだ。
　ユニークな名前で面白いと思った。私は、はじめ〝セント″ミューゼだと思っていたので、上田＝蚕都ということを知っていたらすぐ覚えられただろうなと思った。	2022-02-01
	62	[image: 上田紬を「現代に生かす」]	上田紬を「現代に生かす」	上田紬を現代に生かすために、紬・呉服交流所「GOFUKURA（仮）」を提案します。

・家や店に眠っている、上田紬をはじめとした呉服を提供してもらう
・販売許可をいただいたものは店頭で販売を、収益の一部は提供者へ
・ほどきを行って生地としての販売も可能
・地元の高校の服飾系の部活や、県内の服飾系の学校に提供し、リメイクに挑戦してもらう。
文化祭のファッションショーなどで披露してもらう

☆「買い取り店」ではなく「蔵」の仕組み
　→売れない限りは無料で手元に戻せる＋ただ持っているよりお金になる可能性がある
☆紬を残すことと、現代にマッチするよう生まれ変わらせることが両立できる
☆若者に興味を持ってもらえる、魅力を知ってもらえる	2022-01-31
	63	[image: 外湯について]	外湯について	別所温泉には石湯、大師湯、大湯の３つの外湯があります。

そもそも外湯とは温泉街に存在する宿泊施設を伴わない公衆浴場であり日帰り入浴施設のことを指します。

現在新型コロナウイルスの感染拡大防止のため入浴者数と入浴時間が制限されていますが、今もなお地域の方々に深く親しまれているようです。

実際に外湯に入り地域の方のお話を伺いました。
皆さん大切な交流の場所であり温泉成分も体に良く疲れをいやしてくれるため時間を決めて入浴できる日は毎日入浴しているそうです。

利用者の年齢層は高めでしたが大切な交流の場として機能しているようです。	2022-01-26
	64	[image: 丸、環、〇、円形、輪、和が魅力]	丸、環、〇、円形、輪、和が魅力	サントミューゼは上から見た時に丸みを強く感じるなぁと、施設案内板や広場のベンチを見て考えた。端にいても、その逆端にいる人が見えるデザインだと思った。ベンチに複数人で座って話していても、全員お互いの顔が見える。交流にもってこいの形状だ。	2022-01-26
	65	[image: 「木」が印象的な建物]	「木」が印象的な建物	　少し離れてサントミューゼを見た時に、木がたくさん使われていると感じた。サントミューゼ自体もそうなのだが、外にあるトイレや倉庫も木材が使われていた。前回、館内を見て回った時も同じようなことを感じたのを思い出した。
　近くで見ると白い木材はコンクリートだった。木材の板とコンクリートの板が混合していたのだ。コンクリートについている細かい筋が木目調に感じさせるのか、不思議と木材と調和している。	2022-01-26
	66	[image: サントミューゼを外から考える]	サントミューゼを外から考える	前回サントミューゼを訪れてみて建物自体に魅力を感じ、その魅力を探るべく再訪。	2022-01-26
	67	[image: 湯田中駅周辺～楓の館・楓の湯～]	湯田中駅周辺～楓の館・楓の湯～	楓の館は昭和2年4月28日に開業した旧湯田中駅舎をリニューアルしたものである。
旧湯田中駅舎は志賀高原につなんだ山小屋風で、当時としてはとてもモダンで大変人気であった。
現在は駅舎としては利用されておらず、交流室や展示室として利用されている。
国土の歴史的景観に寄与しているとして、昭和2年に有形文化財に登録された。
この旧駅舎に楓の湯と呼ばれる温泉が隣接している。大人は300円で入湯できる。
またその旧駅舎前には無料で解放されている足湯がある。筆者は保育園の頃遠足で訪れ入った記憶がある。	2022-01-23
	68	[image: 上田のため池]	上田のため池	私たちは上田市塩田のため池について調べようと思う。

このテーマを選んだ理由は、上田に来てため池が地元と比べ多いという印象を抱いたからである。どうしてこんなにため池が多いのか興味を持ったので、塩田の歴史やどんなものがあるのか調べたいと思った。

上田市文書館の資料や長野大学付属図書館、塩田の里交流館などで塩田の歴史とため池の関係をまとめていきたい。	2021-12-21
	69	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田駅から10分ほど歩き、サントミューゼを訪れた。驚きであったのは、複合型文化施設であるということだ。演劇や演奏が行われるホールもあれば、美術館もある。他にも、普段から市民が利用できるような防音室や個室があった。ここに来れば、文化的経験ができると思わせてくれる場だった。芸術ふれあい事業など地域の文化活動の活性化にも貢献しているようだった。また、外は芝生の広場になっていて、ボール遊びをする人、ごはんを食べる人、何かをノートに書いている人がいて、いろいろな過ごし方をしていて、面白いと思った。	2021-12-19
	70	[image: 立科町デジタルマップ]	立科町デジタルマップ		2021-12-04
	71	[image: 地域メディアの在り方]	地域メディアの在り方	　地域メディアの種類、特徴、課題を調査し、在り方を探る。

　地域メディアとは、一般的には日本全国ではなく、特定の地域を対象として情報を伝達する媒体とされている。
　「地域」の範囲として、都道府県や市区町村を1つの範囲とする分け方だけでなく、東北地方・九州地方といった広範囲な地域ブロックや、尾張地方・三河地方、県北・県南のような地理的・文化的背景で分けた地方、小さいものでは学区まで様々な分け方が存在している。
　「メディア」の種類には、新聞やフリーペーパーのような紙媒体、ラジオやテレビなどの音声を含むもの、ブログのようなwebが存在しており、それぞれ情報の発信者や情報量などに特徴がある。

　メディアの種類と特徴として、
・新聞は、一般的に情報の信憑性が高いと思ってもらいやすい、情報	2021-07-17
	72	[image: 年宝菓子店　自販機アート]	年宝菓子店　自販機アート	交流ノートの形態の一つとして自動販売機アートを取材しに訪れました。

大洗にある年俸菓子店では自動販売機の側面に

マグネットを使用してキャラクターを描いています。

このキャラクターは定期的に更新され、年宝菓子店の

Twitterアカウントにて報告されています。

これも顧客とのコミュニケーションツールの一つとなっています。	2021-07-05
	73	[image: 軽食喫茶　ブロンズ]	軽食喫茶　ブロンズ	今回は「商店街の店舗と顧客のつながり」について取材するために、アニメガールズアンドパンツァーにも登場した軽食喫茶ブロンズさんの鉄板ナポリタンを食べてきました。

お店の雰囲気もガルパンのアンツィオ高校(イタリアモチーフ)仕様になっており、通貨の単位がリラになっています。

ファンの人もファン以外の人も楽しめるとても素晴らしいお店だと感じました。

ファンの方との交流も盛んで、ファンの方から贈られた様々な作品が飾ってありました。	2021-07-05
	74	[image: 今年の新潟(地元)の積雪]	今年の新潟(地元)の積雪	昨年末、今年の明けはラニーニャ現象の影響で豪雪と寒さが酷くて雪掻きが大変でした。この写真は住んでるアパートの駐車場での写真です。今年は他の住人たちと協力しないと無理な作業でした。雪掻きで住民同士の交流が図れるっていいですよね。雪国らしいコミュニケーションです。	2021-05-05
	75	[image: 長大サミット動画記録]	長大サミット動画記録	

主催：長大サミットプロジェクトチーム　
開催支援：長野大学地域づくり総合センター

＜頭出しリンク＞
>開催趣旨
?t=87>代表者あいさつ(竹内美里)
?t=163>第１部・プレゼン大会
　?t=180>①MIZUMATCH
　?t=455>②NIC
　?t=741>③AltuM
　?t=1013>④ワカモノLABO@上田
　?t=1405>⑤ΓEN(ゲン)
　?t=1627>⑥長野大学鉄道研究同好会N鉄
　?t=2103>⑦芋川史貴
　?t=2550>⑧竹内美里
　?t=3372>第２部交流会「	2021-03-18
	76	[image: 長大サミット発表団体/登壇者紹介]	長大サミット発表団体/登壇者紹介	
①MIZUMATCH →プレゼン資料
「ミズとマチ（水と街）をマッチさせよう」をコンセプトに、上田市、千曲川を拠点に活動する団体。最近は菅平高原でのスカイランタンイベントをクラウドファンディングで実行するなど幅広く地域貢献活動に取り組んでいる。
	Twitter：https://twitter.com/mizumatch?s=11
Instagram：https://instagram.com/mizumatch_wkwk?igshid=15je1ichh0kim



②NIC →プレゼン資料
長野大学の国際活動を行う団体。外国人を招待してイベントを開催するなど日本と外国のつながりを大切に活動する。
	Instagra	2021-02-21
	77	[image: 上田とYouTube]	上田とYouTube	上田市に興味がある人にも上田市に住んでいる人にも、上田のことをもっと知ってもらいたい！そこで上田のことを取り上げているYouTubeチャンネルの皆さんを紹介したいと思います。

1.上田市行政チャンネル
　上田の行政についての報告や上田で働くことの魅力、上田自然の魅力などが知れる。

2.上田市交流文化芸術センター
　上田市の文化的な活動を紹介していて、特に文化・芸術を活かしたシティプロモーション映像はぜひ。

3.一般社団法人　信州上田観光協会
　上田の武将達が上田の食や文化、観光を楽しく紹介！30秒間に上田の四季がつまった動画も。

4.上田地域振興局農地整備課
　上田の自然に着目した動画がたくさん。水と巡る信州上田地域の旅シリーズは上田に住んでいるからこその楽しさがある。	2021-02-10
	78	[image: 上田のシティプロモーション　上田物語]	上田のシティプロモーション　上田物語	上田市交流文化芸術センターが作った上田市のプロモーションビデオ「上田物語〜中村蓉と巡る、映画ロケ地とうえだの大自然」

昔の映画風な編集に音楽、服装が上田の雰囲気ととてもマッチしている。レトロなものが好きな人には是非見てもらいたい。	2021-02-10
	79	[image: 長大サミット2/22(月)開催のお知らせ]	長大サミット2/22(月)開催のお知らせ	参加者（発表者、参加者〔学生・市民を問わず〕）を募集しています。
参加団体/登壇者は随時、こちらのページに掲載します。
参加フォーム(受付は終了しました)
発表団体/登壇者の紹介はコチラ
①MIZUMATCH
②NIC
③AltuM
④ワカモノLABO@上田
⑤ΓEN（ゲン）
⑥長野大学鉄道研究同好会N鉄
⑦芋川史貴
⑧竹内美里	2021-02-09
	80	[image: 花のマリモ]	花のマリモ	【高校2年生に息子を持つ主婦へインタビュー】
海野町で生まれ育っているので、とても愛着を感じているそうです。
昔は、七夕祭りにミス七夕というイベントがあったり、３０年前には毎週日曜日の9時ごろから５時まで海野町商店街の通りを交通規制して、パラソルやいすを並べたり、風船おじさんが来たり、マジックをして街を盛り上げる日曜広場というイベントが行われていた。
また、海野町にはマンションが急増している。その中でマンションの住人と海野町商店街に住んでいる方々は交流があるのかを聞いてみたところ、子供がいても親同士の関わりはない状態であるということが分かった。しかし、商店街同士の関わりはあって、イベントの打ち上げを行ったり、母親同士のつながりは徐々に強くなっているそうだ。
今後どのような街になっ	2021-02-01
	81	[image: 上田市立美術館サントミューゼ]	上田市立美術館サントミューゼ	今までの投稿で長野県全体の美術館について探求してきた。今回は上田市の美術館であるサントミューゼについて調べていく。

〈サントミューゼの概要〉
サントミューゼ（上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館）は、平成26年10月2日に開館しました。大小ホール、美術館、交流芝生広場など、多くの皆さまが芸術とふれあい、人々が交流する場として整備されています。

苗木を植え、育て、木になり、森になる
芸術を通じて感じたこと、体験したことは心のどこかにずっとあり続けます。
森になるには、長い時間がかかります。
でも、まちやひとが芸術や芸術家を通じて感じたことが、このまちの財産となって、いつか大きな木になり、森になってほしい。
サントミューゼがまちとともに続ける活動には、そんな想いを込めています。

	2021-02-01
	82	[image: 長野県の美術館紹介]	長野県の美術館紹介	長野県の美術館を紹介します。
すべて紹介するときりがないので、じゃらん観光ガイドの長野県の美術館TOP10を紹介します。

◆軽井沢千住博美術館
世界で活躍する日本画家・千住博の作品を美しい樹々や花々とともに楽しんでいただける美術館です。

◆世界の影絵・きり絵・ガラス・オルゴール美術館
ビーナスラインの中心地。白樺湖で、通年営業の美術館です。

◆北斎館
葛飾北斎の肉筆画・画稿・書簡など50点と北斎筆の天井絵で知られる上町・東町の祭り屋台2台（県宝）を展示。龍と鳳凰、男浪・女浪の怒涛図が、時代を経た今、美しく妖しい魅力をかなでています。

◆松本市美術館
鑑賞の場、表現の場、学習の場、交流の場を4つの柱とした地域に根ざす開かれた美術館です。松本市出身の芸術家・草間彌生の作品展示のほか上條信山	2021-01-31
	83	[image: 聖地巡礼ノート]	聖地巡礼ノート	サマーウォーズのロケ地めぐりで上田市を訪れる人々のために、サマーウォーズ聖地巡礼ノートが上田市観光会館の2階に置かれている。

ノートの表紙絵は細田守監督の直筆。

現在は8冊目を突破している。	2021-01-27
	84	[image: 焼町土器]	焼町土器	群馬県渋川市にある道訓前古墳から出土した焼町土器である。

道訓前遺跡は縄文時代中期中葉から後葉にかけての大規模な環状集落である。この遺跡から出土した品々の多くが国の重要文化財に指定され、その数は165点である。

道訓前遺跡から出土した焼町土器を始め多くの土器が重要文化財に指定された理由としては、群馬県西部から長野県東部にかけて比較的限定された地域に見られる独特な文様の「焼町土器」の他にも赤城山麓を中心に分布する個性豊かな「三原田式土器」、それが変容した形である南関東の「加曽利E1式土器」「加曽利E2式」期と様々な形態なものが存在し、それらは新潟県や長野県・南関東、北関東の他地域との文化交流の様子や、赤城山麓独自の地域文化の芽生えを示していると判断されたからである。

【参考資料】
・	2021-01-27
	85	[image: 中国寧波市との友好の証「石刻獅子像」]	中国寧波市との友好の証「石刻獅子像」	鎌倉時代に上田の地に禅宗文化を伝えた別所温泉安楽寺の開祖樵谷惟遷などが寧波と往来したという縁から平成7年に上田市と友好交流都市提携を結びました。この像は友好交流提携10周年を記念して寧波市から贈呈されました。上田市からは「上田獅子」の石彫レリーフを送りました。	2020-11-05
	86	[image: 上田探検2　まとめ]	上田探検2　まとめ	上田探検2を通して、上田駅周辺や商店街などの大通り、上田城周辺はかなり賑わっていると感じた。自分の地元と比較したときに、上田は駅前だけでなく広い範囲で観光客や地元の方の交流を見ることができたので、上田市は市の観光資源を有効に活用できていると感じた。観光資源の活用については、観光者向けの順路マップが多く設置されている、真田氏に関わるモノ（例えば真田十勇士の像）が上田駅から歩いて行ける範囲の至る箇所に置かれている、サマーウォーズの自動販売機が設置されている点から実感することができた。
商店街や坂道を歩いていて思ったのは道が狭く人が多くいる割に自転車を押すでもなく歩道を走っていたということだ。それらの場所は道路の幅が狭い、交通量が多い、路肩駐車が多いという印象が強かった。この点は観	2020-11-01
	87	[image: 喫茶ぽけっと]	喫茶ぽけっと	NPO法人ぽけっとが「まちなかで人と交流しながら生き生きと過ごせる場を」と運営する喫茶店です。喫茶店の利用者は、接客や加工食品の委託販売を行うほか、掃除などの委託事業やアート活動に取り組んでいます。	2020-10-19
	88	[image: 広々とした空間の信州国際音楽村]	広々とした空間の信州国際音楽村	7月の半ばに訪れたときの写真です。ラベンダーの香りが広がっていて、さわやかな気分になりました。地元の人も多く訪れていて、交流もできてとてもいいなと思いました。	2020-08-08
	89	[image: 自然公園プール前の山道]	自然公園プール前の山道	自然公園プール前の山道から撮った写真。周囲は木々に囲まれているが、ここだけぽっかりと空間が開いている。また、この隣にはベンチが置いてあり、自然の中に休憩スペースが作られている。
私がこの写真を撮った際には、犬の散歩中の男性と交流した。夏でも涼しいこの道は、犬の散歩やジョギングなどに適した場所なのだと感じた。	2020-08-06
	90	[image: 海野町会館]	海野町会館	海野町商店街振興組合の事務所がある場所です。
振興組合の理事長さんにお話を聞いてきました。

理事長さんの海野町商店街のこれからのビジョンは、しっかりとしたものを今考え中だそうです。しかし、海野町商店街は交流の場として残したいとおっしゃっていました。しかし、変わるべきだとも思っていて頭を悩ませているようでした。

現状としては、海野町商店街をこれからどう、こうしていこうという具体的な案は出ていません。そして、海野町に出店しているお店すべてが、商店街として残していきたいというような思いがあるということではない、ということが分かりました。

私は、その話を聞いて、海野町は「海野町」でやっていったほうがいいんじゃないかと思いました。昔ながらのずっとやってきているお店もあります。言い方	2020-07-31
	91	[image: 上田市シティプロモーション映像・長野大生編2020]	上田市シティプロモーション映像・長野大生編2020	デジタル映像表現⑭2020/07/23まとめの記録（前川道博＠長野大学）
学生目線と感性で上田市シティプロモーション映像「ようこそ上田」を制作。教員の学生との一種の講評的対話。構えてもいいものは作れないはず。みんなが楽しんでいるのだけれど極意はその辺にあるのかな？　コロナ禍のため上田以外の地元をＰＲした映像もあります。

＜担当教員との講評的対談＞


＜学生によるセレクション＞
シティプロモーション映像は２ラウンド制作しました。第１集は１ラウンド目の制作、第２集は２ラウンド目の制作。学生による投票数の多かった第１位～第３位を学生の評価コメントを添えて紹介します。
1 	2020-07-31
	92	[image: 全国町並みゼミで上塩尻をエクスカーション]	全国町並みゼミで上塩尻をエクスカーション	全国町並みゼミが2018/11/16～18の３日間にわたり松代を会場に開催されました。全国から200名を超える人々が集う全国規模のイベントです。最終日11/18の午後、いくつかのコースに分かれてエクスカーションを実施しました。

私が企画したのは「蚕都上田エクスカーション」です。参加者は７名と少数ながら、全国から町並みに関心のある方々が参加しました。全国から来られた意識の高い方々だけに関心の向かい方も違い、案内する私の方が大きな刺激を受けました。地元の方々にも参加・同行していただき、直接、地元の方々と現地交流できたことも得難い体験として受け止めていただけました。give, then takeの大切さを改めて感じました。

当日は全国町並みゼミの午前のまとめ会の終了後、会場のロイヤルホテル長野をマイクロバスで出発。千曲川沿い	2020-07-18
	93	[image: 歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示]	歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示	2017/10/15、千葉県佐倉市にある国立歴史民俗博物館（歴博）を訪れてきました。目的は、上塩尻の蚕種製造に関わる展示を見学するためです。展示場所は第三展示室の「知識と技術」のコーナーです。
「蚕を飼う」「養蚕技術の普及」「桑の葉の収集」「『蚕書の里』上塩尻村」「商品と技術と風雅の交流」「繭の歴年標本」「世界に知られた日本の養蚕技術」というパネル構成です。このうち、「繭の歴年標本」は奥州本場蚕種の梁川の展示。他は全て上塩尻です。

資料として展示されているものは次のとおりです。
・清水金左衛門『養蚕教弘録』1847
・清水金左衛門『養蚕乾湿計用方』メガルカヤを利用した養蚕乾湿計
・座間神社句合わせ
・いははな集　1800年
・「いははな集」参加村と蚕種の行商先
など。

展示は杉仁氏の著作『近世の地域と	2020-07-18
	94	[image: 藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』]	藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』	類まれな蚕種製造家の一人、藤本善右衛門縄葛（つなね）（1815～1890）は、明治10年頃に隠居してから亡くなるまでの十数年間にわたり、『続錦雑誌』（しょくきんざっし）（全89冊）を記し残しています。

『続錦雑誌』隠居時代の教養ある学びの綴りと言ってもいい。現在で言う生涯学習です。さらに今風に言うなら「学習ポートフォリオ」です。知的関心が多方面に及び、その内容は博物学的に多様です。その多くは何らかの書から書き写したもののように見えます。絵の表現力にも感心します。当時の蚕種製造家は蚕種製造技術にたけているだけでなく、豊かな教養も身に付けていることが求められていました。杉仁氏の研究書『近世の地域と村落文化』（2001年）では、上塩尻村の蚕種製造家たちと村落文化についての言及がされています。豊かな教	2020-07-18
	95	[image: 信州国際音楽村・遊歩道]	信州国際音楽村・遊歩道	信州国際音楽村では、音楽と芸術をひとつのきっかけに、豊かな心を心を育む交流の場所・社会教育施設として整備がすすめられ、昭和61年から平成4年にかけて、音楽や花づくりを通じて地域交流と文化振興が図られてきました。季節によって、梅、桜、水仙、ラベンダー、バラなどの景色を見ることができるようです。ぜひ季節ごと足を運びたい場所です。緑に囲まれた遊歩道を歩いていると、木漏れ日や鳥の鳴き声が心地よかったです。犬の散歩をしている方や、家族で散歩をしている姿が多く見られました。自然の空気を感じ、心も癒されるので、森林浴にもぴったりです。	2020-06-24
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